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弘前れんが倉庫美術館に関連する情報を連載します。
■問い合わせ先　弘前れんが倉庫美術館（吉野町、
☎32-8950、https://www.hirosaki-moca.jp/）

Hirosaki Art Times
ヒロサキ・アート・タイムズ #22

美術館でボランティア ‒‒ 仕事場でも学校でもない活動の場

市民参加型まちづくり１％システム
　市では、まちづく
りの基本的なルール
を定めた「協働によ
るまちづくり基本条
例」の考え方をもと
に、市民の皆さんと
一緒に、皆さんが主
役となって活動する
まちづくりを進めて
います。その取り組
みの一つとして、町会・ＮＰＯ・ボランティア団
体・学生などが、自分たちの地域を良くするため
に自主的に行うまちづくり活動を支援する「市民
参加型まちづくり１％システム」という補助金制
度があります。
　本年度は、地域交流事業やまちのにぎわいを創
出する事業、健康増進事業など、49事業に活用
されています。
　現在、来年度の実施事業を募集中ですので、皆
さんのアイデアや経験を生かした提案をお待ちし
ています。制度内容や申請の出張相談も受け付け
ていますので、お気軽にお問い合わせください。
※応募された事業は、審査会で総合的に審査し、
事業採択の可否を決定します。
▼募集期限（１次募集）　１月20日（金）
※１月13日（金）までに、必ず事前の相談を。

▼制度の概要
制度内容 一般部門 スタート部門

団体の人数 ５人以上 ３人以上
申請回数の上限 なし １団体１回まで
補助金の上限額 50万円 ５万円
審査方法 プレゼンテーション、審査会 書類審査のみ
※『スタート部門』とは…まちづくり初心者向けの部門で、ま
だ１％システムを活用したことがない人や、書類作成やプレゼ
ンテーションに慣れていない人におすすめです。
▼事業実施期間　令和５年４月１日～令和６年３
月31 日
※この制度に関する予算は、令和５年第１回市議
会定例会で審議され、その可決をもって制度を実
施します。
▼対象事業　原則、市内で実施される公益性のあ
る事業で、住民や構成員が自ら行動して実施する
もの
▼補助金額　対象経費の 90％以内の額（上限が
あります）
▼申請方法　所定の書類を市民協働課へ直接持参
してください。
※制度の詳細や申請書類は、市民協働
課で配布するほか、市ホームページ（QR
コード）に掲載しています。
■問い合わせ・提出先　市民協働課　（市役所２
階、☎ 40-7108、E メール shiminkyoudou@
city.hirosaki.lg.jp）

みんなの力で
あずましい
まちづくり

　毎年多くの観光客が訪れる「弘前ねぷたまつり」
の魅力を市内外に広く発信するとともに、皆さん
が弘前ねぷたまつりに来たくなるようなポスター
デザインを募集します。個人・グループ・法人を
問わず、どなたでも応募できます。
▼応募数　１人（１グループ）につき２作品まで
▼応募料　無料
▼提出物　応募申込書（１作品ごと）と作成した
デザインのPDFデータ、JPGデータの２種類を
EメールまたはCDで提出
※ポスターデザインに採用された作品は、AI、
EPSまたは PSD形式のデータを提出。
▼提出方法　２月９日（木・必着）までに、持参
または Eメール、郵送（書留）で提出を。応募

の詳細は募集要項をご覧ください。
※応募申込書と募集要項は市ホーム
ページ（QRコード）に掲載している
ほか、観光課（市役所５階）でも配布しています。
▼賞金と賞品　最優秀賞（１作品）…賞金 15万
円、特産品（１万円相当）、令和５年度弘前ねぷ
たまつりポスターデザインに採用／優秀賞（２作
品）…特産品（１万円相当）
▼選考　弘前ねぷたまつり主催５団体等により厳
正に選考し、各賞を決定。作品のデザイン性、表
現性、誘客性などを総合的に選考します。
■問い合わせ・提出先　観光課（市役所５階、
〒036-8551、上白銀町１の１、☎40-0236、
Eメールkankou@city.hirosaki.lg.jp）

ねぷたまつりポスターデザイン募集 　弘前れんが倉庫美術
館は、令和 4年 11月
に総来館者数が 10万
人を突破。初の来館者
を迎えた令和 2 年 6
月以来、たくさんの人
が訪れています。美術館といえば、展覧会などを
鑑賞する場をイメージすることが多いかもしれま
せんが、市民参加活動の場にもなっています。
　当館には、10代～ 70代の幅広い世代の約40
人が参加するボランティア活動「れんが倉庫部」
があり、部内の班の一つである「建築ガイド班」は、
来館者向けに、館内を巡りながら建物の歴史や建
築の見どころを解説する建築ガイドツアーを不定
期で開催。部員それぞれの視点で建物について熱
心に調べあげ、数回にわたるワークショップと、

幾度もの練習を重ねました。オリジナリティあふ
れるガイドツアーは参加者にとても好評です。
　また、今年度は初めて他館のボランティアの皆
さんと交流する機会もできました。八戸市美術館、
十和田市現代美術館のボランティアの皆さんと交
流し、美術館における今後のよりよい活動のため
に意見交換を行いました。
　当館では、スタジオや市民ギャラリーを借りて
自主的にイベントや展示をする人も多く、日々さ
まざまな活動が行われています。新年を迎え、美
術館で「活動する」ことにもチャレンジしてみま
せんか？
【新春イベント「美術館のお正月2023」】
　１月２日（月）から美術館およびカフェ・ショッ
プ棟でさまざまな新春企画を実施しています。詳
細はホームぺ―ジで確認を。

12

 

案内人・むっちゃん
文化財行政に携わって
12年！学芸員資格を持
つスペシャリスト（？）
職員。好きなおせちは「だ
て巻き」!好きな食べ物
ベスト３に入ってます。

第８回

縄文のアクセサリー

ヒスイ大珠

最近新たに指定された
文化財や、話題になって
いる文化財の魅力を毎月
お伝えします！

前回の土偶に続き…
10月 13日に市が指定した
なりたてホヤホヤの文化財です。

正式名は
  「ヒスイ大

たいしゅ

珠
　  （湯口長根遺跡出土）」

教えて文化財！
むっちゃんの

■問い合わせ先　文化財課
（☎82-1642）

連載

縄文時代の
ヒスイ製品は
ほとんどが
新潟県糸魚川産。

当時すでに
青森県と新潟県で
交易が行われていた
ことがわかります。

今回の文化財指定のポイントは
ヒスイの大珠が２つ同時に出土したこと。

縄文時代中期の
中ごろ～終わりごろの
ものと考えられています。

※写真は
　実物大。

首飾りとして
使われていたと
考えられています

ものと考えられています。

直線距離
400km
以上！

このような
特別なアクセサリーは
誰もが持てるわけでは
ありません。

つまり
この２つのヒスイの存在から
縄文人の集団の中には
「一般の人」と「特別な身分の人」
がいたことがうかがえます。

キ
ラ
ー
ン

青森県青森県

新潟県新潟県

大きい
　ですね！

ロマンを
 感じ
　ますね！

これほど大きなヒスイが
２つもついた首飾り！

一体どんな首飾りで
どんな人が持って
いたんでしょうね

次回「東日本最大級の農家建築　旧石戸谷家住宅」

考えられています

大きい
　ですね！　ですね！


